
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 福井県における酸性雨調査 

学会名 福井大学地域環境研究教育センター 
「日本海地域の自然と環境」研究発表会 

発表者名 井上 由里香 （環境部） 

開催場所 福井大学 

開催日時 平成２２年１２月１１日（土）１３：００～１６：００ 

発表内容 福井県を含む日本海側の地域は、降水に含まれる酸性成分が冬季に多く、

アジア大陸からの越境汚染による影響を受けやすい地域と言われている。

県では、昭和５２年度から福井市において、平成７年度から環境省の委

託を受け、越前岬において酸性雨調査を実施している。今回、福井市と越

前岬での 2004 年度から 2008 年度の調査結果について解析し、全国の調査

結果と比較検証を行った。 

降水 pH の年平均値は福井市、越前岬共にほぼ横ばいに推移しており、全

国平均値よりも低い値を示した。降水 pH の経月変化から、福井市および越

前岬における降水 pH は冬季から春先にかけて低くなる傾向にあり、また、

降水を酸性化する nss（非海塩性）-SO4
2-および NO3

-の濃度は、福井市およ

び越前岬共に冬季から春先に高くなった。この傾向は、山陰地域の経月変

化と類似していた。後方流跡線解析の結果から、福井県の降水中の

nss-SO4
2-および NO3

-は、中国-朝鮮半島由来のものが山陰地域を経由し、本

県に影響を及ぼしていることが示唆された。 

 


